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10.加熱式タバコに対する規制強化

11.下水を用いた
 感染症サーベイランスの強化

12.学校医の系統的研修システムの構築

13.積極的予防医療に向けて
健診・検診における新規検査導入の推進
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健康増進法＋東京都受動喫煙防止条例

２人以上の人が利用する施設は原則屋内禁煙。

決められた場所以外では喫煙できない。
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国立がん研究センター がん統計：https://ganjoho.jp/reg_stat/statistics/stat/smoking/index.html

喫煙者の使用しているタバコ製品の種類
（複数回答）（2024年）
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配布資料：https://www.mhlw.go.jp/content/10904750/001712204.pdf

議事録：https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_74351.html
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下水サーベイランスとは？

下水に含まれるウイルスや菌の遺伝子量を測定し、
地域全体の感染症の流行状況や薬剤耐性状況を把握する手法のこと。

無症状者も把握：
検査を受けていない無症状の感染者も含めて、バイアスなく状況がわかる。

早期検知：
発症前や受診行動の前段階でも下水中の感染性微生物の濃度に変化が現れる
ため、流行の兆候を早く捉えられる。
下水中から検出された細菌から薬剤耐性の状況を捉えることができる。

客観的指標：
医療機関の受診数や検査数の増減に左右されない。
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https://www.tmiph.metro.tokyo.lg.jp/lb_virus/wastewatercovid19/ 13
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学校保健安全法
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学校保健安全法施行規則

•計画の立案：学校保健計画および学校安全計画の立案に参与する。
•環境衛生：学校の環境衛生の維持・改善に関し、学校薬剤師と協力して

指導・助言を行う。
•健康相談・保健指導：児童生徒等の健康相談や保健指導に従事する。
•健康診断：定期健康診断などの健康診断に従事する。
•疾病・感染症予防：疾病の予防処置や、感染症・食中毒の予防に関する

指導・処置に従事する。
•救急処置：校長の求めにより、救急処置に従事する。
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方式 担い手 国・地域

スクールナース主導型 常駐の看護師 アメリカ、イギリスな
ど

公衆衛生医師主導型 公衆衛生医師（専任）
が管轄内の学校を巡回
する

フランス、北欧各国、
アジアの一部

学校医制度 近隣の医師（非常勤）
が担当

日本

学校保健を担当するのは誰か？
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アメリカでは、21歳まで少なくとも毎年1回
かかりつけ医等で健診を受ける。

受診率：乳幼児期は高いが、思春期になると低下する傾向
にある。

https://www.youtube.com/watch?v=KI4a-R51XIg&t=10s 18



•厚生労働大臣が指定する者（日本医師会や産業医科大学など）が行う、必要な医学に関する知識の研修
を修了する
•産業医科大学などの医学の正規課程で必要な実習を履修する
•労働衛生に関する科目の大学教授・准教授・講師の職にあり、またはあった者
•労働衛生コンサルタント試験（保健衛生区分）に合格する

産業医になるための要件（労働安全衛生規則第14条第２項）
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尿中微量アルブミン検査

•通常の尿検査（尿蛋白）では検出できないごく少量の

タンパク質（アルブミン）が尿に漏れ出ている状態を調べる検査

•腎臓にある糸球体の初期の障害を示す

糖尿病性腎症の早期発見

全身の血管の健康状態を測る
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NT-proBNP 心不全予防検診

•心臓に負担がかかった時に血液中に増える物質。

•心不全の早期発見や重症度を知ることができる。

•自覚症状が出る前の「隠れ心不全（潜在性心不全）」や心臓の
負担・リスクを早期に発見する。

•高血圧や糖尿病、脂質異常症などで、合併する心疾患の兆候を
捉えることができる。
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便中ピロリ菌抗原検査

• 便に含まれるヘリコバクター・ピロリの抗原を調べて、現在の感染
や除菌成功の有無を痛みを伴わずに判定できる精度の高い検査。

• スクリーニング目的なら一生に1回受ければ十分。

• ピロリ菌は、主に免疫機能や胃酸分泌が未発達な乳幼児期（5歳頃ま
で）に感染する。成人期以後の新たな感染リスクはほぼない。

• ピロリ菌に感染している人は、感染していない人に比べて胃がんに
なるリスクが５倍高い。感染が持続することで胃粘膜の萎縮が進み、
胃がんのリスクがさらに高くなる。

（国立がん研究センター https://epi.ncc.go.jp/jphc/outcome/287.html）

• 胃がんの治療費：平均65万円〜150万円

• 便中ピロリ菌抗原検査の費用（自費）：3000円〜5000円程度
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